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た
。

　
肥
後
さ
ん
は
２
月
24
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、

日
髙
理
事
長
ら
と
懇
談
し

た
。
い
た
だ
い
た
寄
付
は
奨

学
金
制
度
の
充
実
や
学
生
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
の
た
め

に
活
用
さ
れ
る
。

　
３
月
16
日
に
は
伊
藤
さ
ん

が
来
学
。
日
髙
理
事
長
が
生

田
・
神
田
両
キ
ャ
ン
パ
ス
の

整
備
状
況
を
説
明
し
、
協
力

へ
の
感
謝
を
伝
え
た
。
い
た

だ
い
た
寄
付
は
キ
ャ
ン
パ
ス

の
教
育
施
設
設
備
の
整
備
拡

充
に
活
用
さ
れ
る
。

記
念
事
業
募
金
の 

寄
付
者
に
感
謝
状

　「
専
修
大
学
創
立
１
４
０

年
・
石
巻
専
修
大
学
創
立
30

年
記
念
事
業
募
金
」
で
多
額

の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
校
友

会
副
会
長
の
肥
後
勝
司
さ
ん

（
昭
38
商
経

鹿
児
島
市
）

と
伊
藤
稔
さ
ん
（
昭
41
法

川
崎
市
）
に
、
日
髙
義
博
理

事
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

　
専
修
大
学
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
と
全
国
農
業

会
議
所
・
全
国
新
規
就
農
相

談
セ
ン
タ
ー
は
３
月
３
日
、

農
業
就
業
体
験
（
農
業
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）
に
関
す
る

協
定
を
締
結
、
東
京
都
千
代

田
区
内
で
調
印
式
を
行
っ

た
。

　
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

は
、
学
生
や
社
会
人
が
全
国

約
３
０
０
の
農
業
法
人
な
ど

で
就
業
体
験
を
す
る
制
度

で
、
全
国
農
業
会
議
所
が
１

９
９
９
年
度
か
ら
農
林
水
産

省
の
補
助
を
受
け
実
施
し
て

い
る
。
全
国
農
業
会
議
所
と

大
学
が
協
定
を
結
ぶ
の
は
２

校
目
。
自
然
科
学
系
学
部
が

な
い
文
系
大
学
と
の
協
定
締

結
は
初
め
て
に
な
る
。

　
本
学
で
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
を
通
じ
て
学
生
の
農
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
キ

ャ
リ
ア
形
成
の
選
択
肢
を
増

や
す
こ
と
を
目
的
に
協
定
を

締
結
。
今
後
、
全
国
新
規
就

農
相
談
セ
ン
タ
ー
の
協
力
の

下
、
学
生
に
農
業
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
周
知
し
、
参
加

学
生
を
募
っ
て
い
く
。

　
調
印
式
に
は
田
中
隆
之
キ

ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

長
、
小
林
守
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
セ
ン
タ
ー
・
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
長
、
岩

佐
宏
明
全
国
新
規
就
農
相
談

セ
ン
タ
ー
長
が
出
席
し
、
協

定
書
を
交
わ
し
た
。

　
小
林
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

募金局からのお願い

　専修大学は、2019年に創立140
年を迎えます。また、石巻専修大

学も、18年に創立30年を迎えま
す。学校法人専修大学では、さら

なる飛躍と発展を期すため「専修

大学創立140年・石巻専修大学創
立30年記念事業募金」（募集期間
５年間）を設けて、広く募集を行

っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協力

を賜りますようよろしくお願い申

し上げます。

　寄付金のお申し込み、お問い合

わせは「専修大学募金局」（☎03
・3265・3157）へお願い申し上げ
ます。

▶
　
農
業
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
協
定
を
結
ん
だ
岩
佐
全

国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
長
、
小
林
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
オ
フ
ィ
ス
長
、
田
中
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
長
（
右
か
ら
）

　
１
年
次
生
で
履
修
し
た
「
キ
ャ

リ
ア
入
門
」は
い
か
が
で
し
た
か
。

　
キ
ャ
リ
ア
入
門
は
、
自
信
を
も

っ
て
最
適
な
キ
ャ
リ
ア
を
デ
ザ
イ

ン
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
各
学
部
で
の
講
義
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
課
外
講

座
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
サ
ー
ク
ル
と

い
っ
た
課
外
活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
と
お
し
て
、
キ
ャ
リ

ア
入
門
で
の
学
び
が
皆
さ
ん
の
キ

ャ
リ
ア
を
高
め
る
道
標
と
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、「
キ
ャ
リ

ア
を
高
め
る
／
形
成
す
る
と
言
わ

れ
て
も
具
体
的
に
何
を
し
て
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
学
生

も
い
る
で
し
ょ
う
。「
新
領
域
科

目
３
０
２
（
キ
ャ
リ
ア
研
究
）」

は
、
こ
う
し
た
学
生
に
ヒ
ン
ト
を

与
え
て
く
れ
ま
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
研
究
で
は
、
Ｐ
Ｂ
Ｌ

（
課
題
解
決
型
学
習
）
の
基
礎
知

識
を
修
得
し
て
企
業
を
訪
問
し
、

チ
ー
ム
学
習
で
企
業
の
課
題
を
発

見
し
解
決
案
を
提
示
し
ま
す
。
感

性
だ
け
に
頼
ら
ず
に
課
題
解
決
に

挑
戦
し
ま
す
の
で
、
自
身
の
キ
ャ

リ
ア
向
上
を
実
感
で
き
る
で
し
ょ

う
。

　
課
外
講
座
や
課
外
活
動
に
加
え

て
、
正
課
の
履
修
の
中
に
も
キ
ャ

リ
ア
を
高
め
る
機
会
は
あ
り
ま
す

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活
用
し

て
、
学
生
時
代
に
キ
ャ
リ
ア
を
高

め
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
！

 

遠
山
浩

　
２
０
１
７
年
卒
の
就
職
活

動
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
変
更

さ
れ
、
経
団
連
加
盟
企
業
の

選
考
開
始
時
期
は
昨
年
の
８

月
か
ら
２
カ
月
早
い
６
月
に

な
る
。
説
明
会
や
エ
ン
ト
リ

ー
な
ど
の
広
報
開
始
時
期
は

昨
年
同
様
３
月
解
禁
な
の

で
、
採
用
面
接
開
始
ま
で
の

期
間
が
３
カ
月
に
縮
ま
り
、

〝
短
期
決
戦
〞
に
な
り
そ
う

だ
。

　
３
月
１
日
の
広
報
活
動
解

禁
日
、
生
田
、
神
田
両
キ
ャ

ン
パ
ス
で
は
学
内
企
業
説
明

会
が
開
催
さ
れ
た
。
神
田
に

は
２
週
間
で
延
べ
１
８
６

社
、
生
田
は
３
日
間
で
延
べ

３
０
７
社
・
公
務
員
９
機
関

が
ブ
ー
ス
を
設
け
た
。

　
２
月
20
日
に
は
学
内
Ｏ
Ｂ

・
Ｏ
Ｇ
相
談
会
が
あ
り
、
就

活
を
控
え
た
３
年
次
生
に
ア

ド
バ
イ
ス
を
送
っ
た
。

就
職
課
か
ら

●
３
年
次
の
皆
さ
ん

　
い
よ
い
よ
就
活
本
番
で

す
。
企
業
が
盛
ん
に
企
業
説

明
会
を
開
催
し
、
一
部
の
企

業
で
は
内
定
を
出
し
始
め
て

い
ま
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
を
３

月
末
で
締
め
切
る
企
業
も
見

ら
れ
ま
す
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
企
業
が
あ
る
場
合
に

は
、
エ
ン
ト
リ
ー
の
期
日
の

確
認
も
れ
が
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
就
職
部
で
は
４
月

中
旬
以
降
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ

ャ
ン
パ
ス
で
合
同
企
業
説
明

会
を
実
施
し
ま
す
。
▽
20
日

（
水
）
静
岡
県
内
企
業
▽
21

日
（
木
）
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
に
関
わ
る
企
業
▽
22
日

（
金
）
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ビ

ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
企
業
｜
｜

が
集
合
し
ま
す
。
ほ
か
に
も

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
実
施
す

る
予
定
で
す
。
実
施
日
の
追

加
、
参
加
企
業
な
ど
の
情
報

は
逐
次
ポ
ー
タ
ル
や
就
職
支

援
シ
ス
テ
ム
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
で

公
開
し
ま
す
。

●
４
年
次
求
職
者
の
皆
さ
ん

　
就
職
部
で
は
卒
業
後
も
皆

さ
ん
の
就
活
を
応
援
し
ま

す
。
就
職
支
援
シ
ス
テ
ム
の

使
用
や
、
就
職
相
談
を
受
け

る
た
め
に
は
登
録
が
必
要
で

す
。
原
則
と
し
て
一
度
就
職

課
窓
口
に
来
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
昨
今
、
卒
業
後
３
年
以
内

の
方
々
を
新
卒
者
と
同
様
に

扱
う
企
業
が
増
え
て
い
ま

す
。
し
っ
か
り
と
取
り
組
む

こ
と
で
結
果
が
出
ま
す
。
一

緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

●
２
年
次
の
皆
さ
ん

　
い
よ
い
よ
就
職
活
動
を
見

据
え
た
取
り
組
み
を
行
う
学

年
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
な

就
職
活
動
は
ま
だ
先
の
話
に

な
り
ま
す
が
、
学
生
生
活
を

充
実
さ
せ
る
こ
と
、
今
か
ら

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
着
手
す
る
こ
と
が
就
職

活
動
を
う
ま
く
進
め
る
ポ
イ

ン
ト
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
（
神
田
一
部
３
月

28
日
、神
田
二
部
同
29
日
、生

田
同
26
、29
日
）で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
必
ず
出
席
し
て
く

だ
さ
い
。

▶
　
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
形
式

で
意
見
を
交
わ
す

高
大

連
携
協
議
会

オ
フ
ィ
ス
長
は
「
学
生
に
新

た
な
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
い

た
。
実
体
験
を
積
み
重
ね
、

日
本
の
農
業
の
可
能
性
や
、

農
業
と
製
造
業
と
の
つ
な
が

り
な
ど
を
学
ん
で
ほ
し
い
」

と
期
待
を
込
め
て
語
っ
た
。

田
中
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ

ン
タ
ー
長
は
「
農
業
分
野
で

も
経
営
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

な
ど
、
大
学
の
学
び
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
」
と
話
し
、

岩
佐
全
国
新
規
就
農
相
談
セ

ン
タ
ー
長
は
「
若
い
非
農
家

の
方
々
に
農
業
の
世
界
に
入

っ
て
き
て
ほ
し
い
。
文
系
の

学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
活
用
し
て
く
れ
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

高
大
連
携
聴
講
生 

18
人
に
修
了
証
書

　
２
０
１
５
年
度
高
大
連
携

聴
講
生
の
修
了
式
が
１
月
23

日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
、
聴
講
生
に
修

了
証
書
が
交
付
さ
れ
た
。
本

年
度
は
高
大
連
携
協
定
校

（
神
奈
川
県
立
川
崎
高
校
、

同
座
間
総
合
高
校
、
同
荏
田

高
校
）
の
４
人
と
、
付
属
高

校
（
専
大
附
属
高
、
専
大
松

戸
高
）
の
14
人
が
「
現
代
経

済
基
礎
」「
刑
法
総
論
」
な

ど
、14
の
講
義
を
聴
講
し
た
。

　
２
月
６
日
に
は
高
校
・
大

学
教
育
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
高
大
連
携
協
議
会
が
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

今
回
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

高
校
教
諭
２
人
に
よ
る
事
例

報
告
と
、
小
峰
直
史
文
学
部

教
授
の
進
行
に
よ
る
ワ
ー
ル

ド
・
カ
フ
ェ
形
式
の
意
見
交

換
を
実
施
。
参
加
し
た
本
学

教
員
や
協
定
校
の
教
諭
ら
37

人
は
、
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
学

ぶ
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
す
る
と
共
に
、
ア

ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の

手
法
を
体
験
し
た
。

Ｋ
Ｓ
修
了
式

　
大
学
院
経
済
学
研
究
科
特

別
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｋ
Ｓ

（
川
崎
・
専
修
）
ソ
ー
シ
ャ

ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
カ
デ
ミ

◀
　
遠
山
ア
カ
デ
ミ
ー
長（
左
）

か
ら
履
修
証
明
書
が
手
渡

さ
れ
た

ー
」
の
２
０
１
５
年
度
修
了

式
が
２
月
18
日
、
サ
テ
ラ
イ

ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
。
５
期
目
と
な
る
今
年
度

の
修
了
生
は
14
人
で
、
出
席

し
た
11
人
に
遠
山
浩
ア
カ
デ

ミ
ー
長
か
ら
履
修
証
明
書
が

授
与
さ
れ
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
川
崎
市

と
本
学
が
共
同
で
運
営
す
る

人
材
育
成
事
業
。
受
講
者
は

約
５
カ
月
間
、
本
学
教
員
や

実
務
家
に
よ
る
講
義
と
、
川

崎
市
内
の
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
な
ど
で
の
現
場
研
修
を
行

っ
て
き
た
。

　
修
了
生
総
代
と
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
岩
淵
一
之
さ
ん
は

「
同
期
の
皆
さ
ん
に
助
け
ら

れ
な
が
ら
素
晴
ら
し
い
５
カ

月
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
教
員
や
受
講
生
、
研

修
先
の
方
な
ど
、
こ
こ
で
得

た
人
脈
を
、
今
後
に
生
か
し

た
い
」
と
話
し
た
。

叙
勲
受
章
者

◇
旭
日
双
光
章

越
後
賢
司
氏
（
昭
42
商

ス

ポ
ー
ツ
振
興
功
労
）

※
２
０
１
５
年
度
春
の
叙
勲

〈
村
上
・
岩
船
支
部
総
会
〉

▽
４
月
９
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
村
上
駅
か
ら
車
10
分

「
大
観
荘
せ
な
み
の
湯
」
旴

就活スケジュール

一昨年 昨年 今年

３
年
次
生

12月

1月

2月

3月

４
年
次
生

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月 内　定

広

選

選

選

広 広

選 採用選考スタート

説明会など広報活動スタート広

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー

農
業
就
業
体
験
で
協
定

全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
を
つ
な
ぐ
講
義

キャリア教育企画室長から

就
活 

短
期
決
戦
に

▶
　
学
内
企
業
説
明
会
（
３
月

１
日
、
神
田
）

▶
　
伊
藤
氏
（
右
）
と
日
髙
理

事
長

▶
　
肥
後
氏
（
右
）
に
日
髙
理

事
長
が
感
謝
状
を
贈
呈

横
山
政
信
氏
☎
０
８
０
・
５

５
４
７
・
９
４
８
７

〈
新
生
練
馬
支
部
設
立
総
会
〉

▽
４
月
16
日
（
土
）
17
時
〜

▽
西
武
線
練
馬
駅
か
ら
徒
歩

５
分
「
練
馬
区
役
所
本
庁

舎
」
旴
泉
昇
一
氏
☎
０
９
０

・
７
６
３
６
・
４
５
５
２

〈
写
真
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
支

部
総
会
〉

▽
４
月
16
日
（
土
）
15
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
８
Ａ
会

議
室
旴
真
行
寺
裕
氏
☎
03
・

３
３
１
２
・
２
５
６
７

〈
三
一
会
60
周
年
記
念
総
会
〉

▽
４
月
23
日
（
土
）
11
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
報
恩

の
間
」
旴
木
村
善
弥
氏
☎
０

９
０
・
５
７
６
８
・
２
９
５
１

〈
全
国
支
部
長
会
〉

▽
４
月
30
日（
土
）14
時
〜
▽

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
０
３
教

室
旴
校
友
会
事
務
局
☎
03
・

３
２
６
５
・
７
５
７
９

〈
千
葉
県
支
部
連
合
会
総
会
〉

▽
５
月
７
日
（
土
）
10
時
30

分
〜
講
演
会
、
11
時
40
分
〜

総
会
▽
Ｊ
Ｒ
千
葉
み
な
と
駅

か
ら
徒
歩
１
分
「
ホ
テ
ル
ポ

ー
ト
プ
ラ
ザ
ち
ば
」
旴
伊
藤

隆
文
氏
☎
０
９
０
・
７
８
２

９
・
５
６
４
６


